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　分からないことがあると、だれかれ構わず電話して解決するという、何とも怠惰な学習法

だったころ、偶然電話に出られた小林先生は、見ず知らずの私に懇切丁寧に応対して下さり、

さらには関連資料まで送ってくださいました。奇しくも、その小林先生が日大松戸歯学部教授と

して赴任され、隣市のF先生のお計らいで、近隣の新潟大学同窓の先生方と一緒に、私は初め

てお目にかかることができました。江戸川を挟んだ向こう岸に小林先生がいらっしゃることがと

ても嬉しく楽しみでした。

　2000年4月宮崎県の山下文夫先生のお導きで「フッ素利用をすすめる女性の会」を結成し、

５月吉川市民交流センター『おあしす』において発会式を行いました。小林先生は顧問として参

加され「私が何故この会に参加しているかと申しますと、学術的な面でいろいろ応援させてい

ただければというつもりからです。とりわけ、日本歯科医学会つまり日本の歯科分野の学術部

門団体がごく最近、フッ素利用を日本でも進めようという方針をだしました。私も間接的にこの

見解に関与している立場から、応援させていただければと思っております。」とおっしゃいまし

た。以来、水道水フロリデーション（以下WF）地域啓発のため、ありとあらゆる機会でご指導と

ご支援をいただきました。

日F会員 / 埼玉県吉川市 互 亮子

「小林清吾先生を偲んで」

　2007年11月『おあしす』で開催された吉川

市民まつり、小林先生は歯学部の学生や大

学院生らを引き連れ、若者たちを生の現場

体験にいざないました。東北大学から田浦

先生も駆けつけてくださり、お揃いのエプロ

ン姿が光りました。

　小林先生は市民から寄せられる素朴な質

問をはじめとして、悪意を感じる質問にも、

終始穏やかに誠意ある態度で応えられまし

た。にわか仕込みの知識であたふたする私

は頼り切り安心しきっていました。 

44



　2009年6月WF普及啓発活動の一環として、

保健センター内にF水給水器が設置されま

した。議会日程を終えたばかりの市長や健康

福祉部長、政策室長らがF水試飲に訪れ歓

談されました。

その後、給水器の常時設置によって寄せら

れた、市民からの意見はWF反対が多く、分

かりやすい解説文の準備に小林先生を煩わ

せてしまいました。 

　2012年２月イベント、よしかわマルシェに参

加したときの様子です。着ぐるみ「ふろりん」

を持って、はるばる京都から岩城先生が来て

くださいました。岩城先生製作の「ふろりん」

は初公開ながら、吉川市のゆるキャラ「なま

りん」に負けず劣らず人気を博しました。

　追い風に乗って順調かと思われていた啓

発活動が、いつのまにか向かい風にあおら

れるようになり、担い手たちは同じ顔触れ、

みな疲労感がにじむようになりました。仕事

の傍らで活動することの限界に、差し迫った家族の事情が加わり、私はとうとう逃げ出してしま

いました。小林先生に心からの深謝をお伝えできないまま！それが心残りです。 
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　小林清吾先生に初めてお会いしたのは、2000（平成12）年２月に茨城県土浦市で開催された

フッ化物の講演会でした。当時小林先生は日本大学松戸歯学部教授をされておられました。会

場で日Fのパンフレットが配られましたので入会させていただきました。

　その後は毎年、年賀状お送りするだけの関係でしたが、将来当地区でフッ化物洗口を実施す

るときサポートをお願いしようと細い糸を繋げてきました。

　私が2015（平成3）年に土浦市歯科医師会会長に就任してから市議会や行政に働きかけ手ご

たえを感じていた部分もありましたが、なかなか小学校でのフッ化物洗口までには繋がりませ

んでした。

　2018（平成6）年3月、小林清吾先生に連絡を取り土浦市歯科医師会のフッ化物洗口推進活

動に学術的な援助を頂ける専門家として東京歯科大学眞木名誉教授を紹介して頂きました。

　2018年11月新潟県弥彦村への土浦市議会行政視察では、色々段取りをして頂き土浦市議会

議員を迎えて頂きました。

　その後も、土浦地区の養護教諭に対するフッ化物洗口勉強会や、茨城県学校薬剤師会に対

するフッ化物洗口説明会でもZOOM等で参加して頂き助けてもらいました。小林清吾先生と出

会っていなければ、また清吾先生の細かなアドバイスがなければ、土浦市内小学校フッ化物洗

口は、いまだ始まっていなかったかもしれません。清吾先生の心温かいサポートに今でも感謝

しております。

　謹んで小林清吾先生のご冥福をお祈り申し上げます。

茨城県土浦市歯科医師会　長谷川 周

「小林清吾先生を偲んで」

右列、土浦市議会議員
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　日本の公衆衛生を考えると、フッ化物応用への理解はまだ十分でないと感じます。この根本

的な理由は、エビデンスとインフォームドコンセント、そしてヘルスプロモーションの考え方が正

しく理解されていないことが多いことだと思います。

　インフォームドコンセントの概念の中では、エビデンスがある選択肢を患者や住民に説明す

るのが専門家の役割となっています。全ての選択肢を提示された上で、それを選択するのは患

者や議会です。専門家が「日本ではどうせフッ化物洗口やフロリデーションは賛成されないか

ら、情報提供をしない」と決めつけて行動してはいけません。これは臨床で、ブリッジや部分床

義歯の選択肢を隠して、インプラントしかすすめないのが許されないのと同じです。全てのエビ

デンスに基づいた選択肢を知らなくては、患者や住民は正しい選択ができないのです。

　またヘルスプロモーションにおいては、個人ではなく集団の意思決定が求められます。その

ため、エビデンスに基づく政策を多くの人が正しく理解するためのAdvocacy（唱導・推奨）が必

要とされます。ところが、フッ化物応用をめぐっては、「推進派」とか「反対派」とかいう言葉が今

でも使われ、専門家として選択肢を提示するだけで「推進派」とレッテルを貼られたり、空気を

読まないとして眉を顰められる状況があります。

　このような日本の状況の中で、最前線でAdvocacyに尽力されてきたのが小林先生だと思い

ます。小林先生は大量の時間やお金、そして人生の大部分をかけてフッ化物応用のAdvocacy

を行ってこられました。多くの人が小林先生の言動からフッ化物応用への理解を深め、人々に

フッ化物応用を推奨してきたことでしょう。私も確実にその一人です。

　私が小林先生とお会いしたのは、日エフ会議か口腔衛生学会であったと思います。常にフッ

化物応用のイベントと小林先生が一緒にある印象ですので、どちらが最初かを思い出すことが

出来ません。アメリカのフロリデーションの記念式典にも連れて行っていただきました。下仁田

でフロリデーション水によるこんにゃくづくりもしました。温泉の露天風呂でお話ししたこともあ

ります。仙台のホテルで奥様とお二人の時にお会いしたこともありました。

　多くの思い出があり、笑顔の先生に今でもお会いできるような気がしてしまいます。　日本の

フッ化物応用を文字通りけん引されてこられた小林先生に顔向けできるよう、フッ化物応用の

推進に尽力していかなくてはと思います。心よりご冥福をお祈り申し上げます。

「人生をかけてAdvocacyをされてきた松原（小林）清吾先生を偲んで」
東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 健康推進歯学分野 相田 潤

47



Dr. Seigo Kobayashi spent a year with us at the National Institute of Dental and Cranial 
Research (NIDCR), National Institutes of Health as a visiting scientist. During that time, we 
got to know him well. One Sunday shortly after Seigo arrived in Maryland, he called us to 
say that he had found JUST the very car he wanted. It was a blue car that he had fallen in 
love with. Although Hersh (my husband) tried to convince him that he may want to look 
around more because the car was in Virginia and that meant he had to re- register the car 
in Maryland which would cost more money. No, he had to have that blue car….and he did. 
Seigo and Dr. Yoon, a Korean visiting scientist, were pals for the year. They spent a lot of 
time at our house, and we did many activities throughout the area. 
Seigo was a very special dedicated public health dentist.  His interest and dedication to 
prevent dental caries by providing fluoride mouth rinse to children in schools and to get 
community water fluoridation re introduced in Japan was incredible. During his time with 
us at the NIDCR, he worked very hard to prepare a research manuscript in English for 
publication. Not an easy task, but he did it. 
One of the many things he did to educate more about community water fluoridation was to 
contact the American Dental Association (ADA) for permission to publish Fluoridation 
Facts in Japanese to distribute throughout Japan. He worked with two important groups in 
Japan to foster community water fluoridation: Oral Health Association of General 
Incorporated Foundation and NPO Corporation of Japanese society for fluoride caries 
prevention. Because Fluoridation Facts was revised periodically, he would recontact the 
ADA for the current publication and have it translated.
Seigo was a kind, family man with a wonderful sense of humor. I remember when his wife 
came to visit while he was in Maryland, he was just absolutely thrilled to see her and have 
her at his side. He also was so excited when his twin grandchildren were born.
One of the last communications I had with him was that he told me he was not going to 
drink any alcohol until he got a specific water fluoridation project started. I am honored to 
have worked with him and to get to know him on a personal level. 
Dr. Kobayashi left us way too early. He was a dynamic leader in dental caries prevention 
and our colleagues must, simply, must carry on his work. 

May 17, 2024

「Remembering Seigo Kobayashi」

Alice M. Horowitz, RDH, MA, PhD
School of Public
University of Maryland 
College Park, MD 20742
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ドクター清吾は、訪問研究員としてアメリカ国立衛生研究所（NIH）の国立歯科・頭蓋顔面研究所
（NIDCR）で1年間を私たちと共に過ごしました。その期間を通して、私たちは彼と親しくなりまし
た。清吾がメリーランドに到着して間もない日曜日、彼は「まさに望んでいた車を見つけた！」と電
話してきました。それは青い車で、彼はその車に一目惚れしたのです。私の夫のハーシャルは、そ
の車がバージニアにあり、メリーランドで再登録する必要があるため、もう少し他の車を探した方
が良いと説得しようとしました。再登録にはお金もさらにかかります。しかし、、、、彼はどうしても
その青い車が欲しいと言い張り、ついにはその車を購入したのでした。清吾と韓国からの訪問研
究員ユン博士は親しい友人でした。彼らはよく私たちの家で過ごし、地域で多くの活動を一緒に
行いました。
清吾は非常に特別で献身的な公衆衛生歯科医でした。学校の子供たちにフッ化物洗口液を提供
することでう蝕を予防し、日本で水道水フロリデーションを再導入するという彼の目標と人生を賭
けた活動は、素晴らしいものでした。NIDCRにいる間、彼は英語での研究論文の執筆に熱心に
取り組みました。もちろんそれは簡単なことではありませんでしたが、彼はそれをやり遂げたので
した。
水道水フロリデーションの啓発のために彼はたくさんのことをしました。その一つとして、アメリ
カ歯科医師会（ADA）に連絡し、「フロリデーション　ファクツ」を日本語に翻訳し日本中に配布
する許可を得ました。彼は、日本で水道水フロリデーションを促進するために、一般社団法人口腔
衛生学会およびNPO法人日本フッ化物むし歯予防協会という二つの重要な団体と協力しまし
た。「フロリデーション　ファクツ」は定期的に改訂されるため、彼は常に最新の版をADAに再度
問い合わせ、翻訳していました。

清吾は優しく、ユーモアのセンスに溢れた家庭を大切にする人でした。彼の奥さんがメリーランド
を訪れた時、彼は再会し、そばにいることに非常に喜んでいたのを覚えています。また、双子のお
孫さんが生まれた時も、非常に興奮していました。

最後に彼とやり取りした際、彼は水道水フロリデーションが具体的に始まるまでアルコールを一
切飲まないと言っていました。私は彼と仕事をし、個人的に親しくなれたことを光栄に思います。

ドクター清吾はあまりにも早く私たちのもとを去りました。彼はう蝕予防の分野で非常に素晴らし
いリーダーでした。私たちは絶対に、彼の仕事を引き継いでいかなければなりません。

アリス ホロウィッツ博士
メリーランド大学 公衆衛生学部　

（日本語訳　松尾剛先生）

「清吾小林を偲んで」
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　小林清吾先生との交流は1980年代から始まりました。 当時、私は韓国国立保健院に在職中

であり、主要業務の一つとして1981年（昭和56年）から韓国で開始された水道水フロリデー

ションプログラムについて保健社会部に諮問することでした。 当時、小林清吾先生は新潟大学

歯学部に在職中であり、新潟大学歯学部予防歯科学教室はフッ化物洗口プログラムを日本全

国に普及させるリーダーの役割を担っていました。

　したがって、むし歯予防のためのフッ化物の利用について、韓国と日本の交流は両国の口腔

健康増進にシナジー効果をもたらすことができました。新潟大学の予防歯科学教室員が1980年

代初めに韓国の清州市の水道水フロリデーションプログラム浄水場を訪問し、私は1992年

（平成4年）に新潟大学を訪問して韓国の水道水フロリデーションプログラムの現況について発

表しました。

　1991年（平成3年）私が釜山大学校に勤め始め、日本むし歯予防フッ素推進会議が主催する

全国大会と日本口腔衛生学会が主催する学術大会等において、小林清吾先生をはじめとし、

フッ化物を利用してむし歯予防をしようという日本の歯科医師との交流が急増し活発になりま

した。

　特に、小林清吾先生は、フッ化物を用いたむし歯予防プログラムの研究と実行に誰よりも積

極的でした。小林清吾先生の計らいで数多くの日本歯学部教授や教員、市議会議員、言論記

者たちが釜山近隣で水道水フロリデーションプログラムを施行する金海市、昌原市、晋州市、

陜川郡の浄水場を訪問し、日本の新聞やテレビにも紹介されました。

　2010年（平成22年）には、小林清吾先生は、境 脩先生とともに日本の歯学部教員と地域社

会で診療する開業歯科医師とともに歯学部の学生を引率し、金海市と昌原市の浄水場を訪問

した後、釜山大学校の歯学部を訪問して釜山大学校の歯学部学生たちと日本の歯学部の学生

たちが水道水フロリデーションプログラムについて討議をすることで、口腔健康増進のための

未来世代の親善交流にも貢献されました。

　私も小林先生の紹介で、何度も日本むし歯予防フッ素推進会議が主催するむし歯予防全国

大会、日本口腔衛生学会が主催する学術大会、さらに秋田県歯科医師会主催講演会や対馬島

で開催された長崎県歯科医師会主催の講演会で韓国におけるむし歯予防のための水道水フロ

リデーションプログラム、フッ化物応用などについて講演して討論し、また歯学部の学生たちに

講義する機会を設けていただきました。

釜山大学校歯学大学院 名誉教授 金鎭範（KIM Jin-Bom）

「小林清吾先生を思う」
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　小林清吾先生はむし歯予防のためのフッ化物の利用についての学術大会や討論会にはどこ

からでも駆けつけて積極的に取り組まれました。2011（平成22年)）7月14日、韓国の仁川で開催

された韓国水道水フロリデーション30周年記念学術大会にも参加され、韓国の水道水フロリ

デーションを応援してもらいました。

現在、日本の12歳児の平均むし歯経験歯数（DMFT index）が大幅に減少し歯の健康度が向

上してきた状況には、小林清吾先生が見せてくださった信じられないほどの情熱と御活躍に負

うところが大きいと思い、心より先生の御冥福をお祈りいたします。

2011年（平成23年）10月8～10日　第60回日本口腔衛生学会
日本大学松戸歯学部 学会長 小林清吾教授

2010年（平成22年）7月26日 金海市 水道水フロリデーション淨水場訪問
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　小林清吾先生との初めての出会いは確か1983・4年の春先、新潟大から長崎大に転勤され
る途中、私が勤務していた会社の銀座の事務所に福岡歯科大学の境  脩教授とご一緒に訪ね
てこられた時だったと思う。
　私は既に「宮崎県子供の歯を守る会」の山下文夫歯科医と交流関係を築いていたので彼と
小林先生は新潟大学歯学部の同窓生とのことでご紹介されたことも記憶に残っている。ご来訪
の要件は簡易な使い捨て容器入り「フッ化物洗口液」の導入案件でした。
　その後、この案件は進行せず、数年が経ち、山下先生からの話で小林先生が長崎大学から日
大松戸歯学部に転職され講義を聴講させてもらえるとのことで山下先生と出向くことになり、
ついでに松戸のご自宅にお邪魔し、翌日は三人で東北大学医学部病院に田浦勝彦先生にお会
いするため仙台に向かい、既に予約されていた秋保温泉の古宿に宿泊して四人揃って「フッ素
談議」に花を咲かせたことから、殊に山下先生には「フッ素への思い」に火が付いたような感じ
でした。その後の活動は「宮崎県子供の歯を守る会」から「日本むし歯予防推進会議（日F）」ま
で発展させ、日本全国への活動範囲はもとより韓国、中国にまで啓蒙・交流する機運が仙台で
生まれたのではないかと思い出されます。この時から私は小林教授のことを「清吾さん」と呼ば
せてもらうようになった。既に小林姓から松原姓に改正するとの話も伺っていた。
　確か「日F」が発展してNPO法人化された頃だったのか、清吾さんは「フローリデーション」の
実現化にかなり熱中され始めておられたが、私は立場上「フッ素」のむし歯予防効果を啓蒙す
るためには「フッ素配合歯磨剤・洗口液」「フッ素塗布」等の啓蒙運動を優先すべきであること
を主張し続け、平成7年（1995年）10月10日北海道大学で催された第44回日本口腔衛生学会総
会では「世界のフッ化物配合歯磨き剤の動向について」と題して講演した。このことに対し、日
本歯磨工業会会長から「歯磨有用論」を唱えてくれたと感謝状を授与されたのは、全く滑稽なこ
とで、それは「フッ素」に対する行政や政治的な「抵抗勢力」を論破できる環境整備は整ってい
ない最中の時だったからともいえる。
　私は1999年末に予防歯科関連業界から身を引いても清吾さん、山下先生、田浦先生とは機
会あるごとにお付き合いは継続していたが、「フローリデーション＝水道水のフッ素化」のテー
マについては退職前に山下先生、清吾さんと個別に議論を交わす機会があり、日本での実施は
日本人独特の文化的・心理的な感覚の相違から諸外国とは異なり抵抗勢力への説得に多大な
困難が伴うとの議論を交わしたことがある。アメリカから設備技師のトム・リーブス夫妻をお呼
びして私まで紹介され親しく情報交換させてもらったこともあり、清吾さんは徹底的に「フロー
リデーション」に「信念」を貫き実施計画の研究を重ねておられたようだ。
　清吾さんは日大松戸歯学部を退任し新潟で「隠居する」と言われ、その時「仲田さん歯科大学で
の予防歯科講座はだんだん衰退しつつある。寂しい限りだ」と嘆いておられたのが印象的です。
　私は「日F」がその前身の「日本むし歯予防フッ素推進会議」の時代に、理事役員としてメン
バーに加えてもらっていたが、ＮＰＯ法人化した時点で一般人の理事は選出されていない団体
になったようである。理由は定かではないけど。歯科専門家ばかりの集団でなく一般国民生活
者にも門戸を開き、広く全国各地に支部づくりを目指していたころのメンバーだったので、その
立場で清吾さんとは議論させていただいていた。
　1980年～1990年代は「フッ素による虫歯予防効果」の知識普及が中心で歯科医師の国家試
験にやっと一問だけ出題されるようになったと聞かされ、私が北海道大学で開催された日本口
腔衛生学会で「世界のフッ化物歯磨き剤の動向について」というテーマで発表させていただい
たのは平成７年（1995）10月10日、日本歯磨工業会会長から「歯磨有用論の一層の推進を図リ
業界発展のために尽力した」と感謝状を頂いたのは4ヶ月後の平成8年（1996）2月27日であった。
当時のフッ素配合歯磨剤は配合量が1000ppm以下にコントロールされており、それ以上は
0.1ppmたりとも超えることは許さない厳格な規制となっていた。それが1500ppmまで規制緩
和されたのは平成29年（2０17年）3月17日のことであり、22年もかかって欧米並みになったので
ある。その間日本国民のむし歯罹患率はどう推移し、弊害を被った人の責任の所在は？

仲田 俊一

「小林（松原）清吾先生との思い出」
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このころの啓蒙書「フッ素による虫歯予防効果」を説いた書物としては歯科医師　山下文夫、
田浦勝彦、木村年秀共著による「虫歯とキッパリ別れる本」があり具体的な活動まで記されてい
るが、歯磨き剤のフッ素濃度のレベルアップやフッ素洗口液の普及、小学校でのフッ素塗布実
施など生活者へのアピールが日本では遅 と々して進行しない状況であった。にもかかわらず、上
記三名の歯科医に加えて藤野悦男先生四名の著書「虫歯の敵は幾万ありとても」は「虫歯予防
の決め手は水道水フッ素化だ！」へと走りすぎていたのである。即ち、アリス・ホロビッツ先生
が当初から教授されてきた「Community　Outreach＝地域活動への活動化」の重要性が日
本ではないがしろにされていたと言えよう。このことは「歯科医専門家」の責任逃れであり、
いつかしっぺ返しに専門医としての「職業的責任」を法的訴訟として訴えられる羽目に陥ると私
は「歯科医でなく生活者の立場」を理由に今は亡き「山下文夫先生」や「清吾さん」を議論相手
になってもらえたことが何よりの慰めになっていた。しかし、1990年代末から2000年の初め頃
から「日F」の活動は「水道水フッ素化」運動に方向へとジャンプして行ったようで「虫歯の敵は
幾万ありとても」にはその活動の方向性が明記されています。
　2017年の夏、山下先生の満17年忌の法事を都城で催そうということになり「宮崎県子供の歯
を守る会」や初期の「日Ｆ」のメンバーに呼び掛けることになり、アリス・ホロビッツ先生をご招
待することを提案したら、清吾さんがアメリカからの旅費宿泊費の半分は自分が負担すると申
し出ていただき、しかも羽田での出迎えと帰国のご面倒を引き受けてもらったこともあります。
　翌年の2018年5月私は沖縄県歯科医師会から「8020達成」の表彰を受けその祝賀会に田浦
先生と清吾さんが馳せ参じていただき、清吾さんはアリス・ホロビッツ先生から頂いた私への祝
福のメッセージを英文のまま代読していただいた。その後年賀状は毎年継続していただいてい
たが2022年（令和4年）はLINEで9月3日（土）21：06に頂いた『仲田先生、台風、どうぞご注意
ください。被害無き事祈ります。（新潟・小林）』とのメッセージを頂き、それが最後の言葉で、
その記録が今でもLINEに残っています。
　清吾さん私より一回りも未だ若いのに早すぎるよ。議論の相手になっていただきありがとう。
多くを学んだ。ご冥福を祈る。

令和6年8月
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Memories Photos

2005年　NIH ① 2005年　NIH ② 2005年　シカゴ ①

2005年　シカゴ ② 2005年　シカゴ ③ 2005年　シカゴ ④

2005年　シンシナティ 2005年　ボストン 2006年　ニューブラン先生来日

2006年　ニューブラン先生（吉川市） 2006年　ニューブラン先生（松戸市） 2006年　松戸市民祭

2006年　WF装置完成（松戸市） ① 2006年　WF装置完成（松戸市） ② 2006年　日F 第30回東京大会



2007年　下仁田保健センター ①2007年　下仁田保健センター ① 2007年　下仁田保健センター ② 2007年　下仁田保健センター ③

2007年　下仁田保健センター ④

2007年　下仁田保健センター ⑤

2007年　下仁田保健センター ⑦ 2007年　下仁田保健センター ⑧

2007年　下仁田保健センター ⑥

2007年　下仁田保健センター ⑨

2007年　第56回 日本口腔衛生学会・総会 2007年　学会配属発表 ②2007年　学会配属発表 ①



想い出記念集

2007年　学会配属発表 ③ 2009年　第33回 富山大会、新潟大同窓会 2010年　WF施設研修（釜山）

2014年　第37回 岐阜大会 座長 2015年　吉川フォーラム懇親会 ① 2015年　吉川フォーラム懇親会 ②

2016年　学会（お茶の水） 2017年　WFF総会（市ヶ谷）

2015年　学会（筑波）

2017年　横田基地見学 ① 2017年　横田基地見学 ②
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想い出記念集

2007年　学会配属発表 ③ 2009年　第33回 富山大会、新潟大同窓会 2010年　WF施設研修（釜山）

2014年　第37回 岐阜大会 座長 2015年　吉川フォーラム懇親会 ① 2015年　吉川フォーラム懇親会 ②

2016年　学会（お茶の水） 2017年　WFF総会（市ヶ谷）

2015年　学会（筑波）

2017年　横田基地見学 ① 2017年　横田基地見学 ②

2018年　自宅の畑 ① 2018年　自宅の畑 ② 2004年　盛岡学会での「わんこそば」 ＜番外＞

2023年 11月13日 ご逝去

11月15日 お通夜　　11月16日ご葬儀
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想い出記念集

Research results

2020年　弥彦調査協力依頼リーフレット （表 ↓　裏 →）
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2021年　弥彦調査結果リーフレット （表 ↓　裏 →）

想い出記念集

Research results

2020年　弥彦調査協力依頼リーフレット （表 ↓　裏 →）
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（資料 1） （資料 2）

（資料 3：第43回新潟大会にて）

（資料 4）
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わが国の地域水道水フロリデーション ファイターを偲んで

2024年11月吉日

『故 松原（小林）清吾先生追悼集』 製作委員会一同

　半世紀以上にわたり日本の非常識に挑戦され続けた松原（小林）清吾先生が忽然と旅立たれて早1年になろうとし

ています。柔和な清吾先生の遺影から、学友、学生、地域の人々に優しく接してこられたお姿が偲ばれます。

一周忌を前に、大変多くの皆様からご寄稿いただき、厚く御礼申し上げます。本追悼集は、地域水道水フロリデーション

実現に奮闘する仲間たちが、今も清吾先生を慕い、先生が実践されてきた歯の健康づくりのための社会的支援活動

に捧げた情熱を忘れない沢山の追悼メッセージや思い出エピソードに満ち溢れています。

さて、2021年10月の「弥彦宣言」（新潟県歯科医師会）では「フロリデーションの実施に向けた取り組みも含めた新た

な展開」に言及しています。これは清吾先生からの私たちに与えられた宿題と言えましょう。2024年6月奥様から頂い

た資料の中に、清吾先生が書き遺された「弥彦計画 基本的視点（2021年10月21日；資料1参照）」には「村民の、村民

による、村民のための健康つくり」を表看板に、最終目標は「水道水フロリデーションの導入とする」と明記されてい

ます。水道水フロリデーション実現のため、「世界の医学・保健専門機関によって認められた水道水フロリデーション

の効果、安全性、実効性に関する科学を学ぶ。根気よく住民学習会を重ね、村民の理解を深める。」ことを強調されて

います。

清吾先生への思いは変わらなくても、時間と共に記憶が薄れていくのは仕方のないことです。清吾先生から学び、

水道水フロリデーション実現への取り組みに共に活動してきた人たちの気持ちが文字となり、形として遺すことがで

きました。これから私たちは清吾先生の遺志を継いで地域住民の信頼と協力を得ながら水道水フロリデーション

実現への道を切り拓くよう行動してゆきましょう。

本追悼集発行に際して、ご尽力下さった方々に心より感謝申し上げます。
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